
総務省承認 典26756

承紹期限 平成19年10月3」日まで

ノ

労働経済動向調査

労働経済動向調査票
(平成19年8月調査)

事業所「ー‘－T－”‘T－、、、「、、‘、、「‘、、、‘「、 、
ー

一連番号:
ーーーーーーーーー ーーー ..

記 入

担当者

所属課名

ー、.

電

ー、、

あて先、

(注意)

2

話

氏

 .. 

入

@厚生労働省

3

(提出期限8月7日まで)

事業所名等に問途いがありましたら、 お手数ですが朱書きでご訂正ください。

1 本社、 支社、 工場及び営業所ごとにそれぞれ別の事業所とな
りますので、 以下の項目についての回答は、 貴事業所の分

について記入してください。

名

この鯛査票に記入された事項につ
いては、 個別企業の秘密を守り、

統計以外の目的に用いることは絶
対にありませんので、 ありのまま

をご記入ください‘

(問い合せ・提出先)

厚生労働省大臣官房統計情報部
雇用統計課労働経済第二係
〒100・8916東京都千代田区霞が闘1・2・2

中央合同庁舎第5号館
電話 船(52鵠)1111 内線76M,7624

2 回答棚が 巨]Ξ[Ξ]二の場合には、その該当する番号を0で
囲んでください。 例[1 

1 生産 売上等の動向と増減 (見込) 理由
〔貴 業所が本社で、 管理事務のみの場合は、 本問1については記入の必要はありません。〕

1 生産 売上額等の対前期増減 (見込) 状況 2 生産 売上額等の対前期増減
(見込) 理由

羊節的要悶
もある力ゞを

れに加えて
景気の変動
ビよる

1鄭*ゞ 城“ * ,輩諜讓鹸、 毓 幌**1 主として季

節的要因に
よる

主として景

気の変動に

よる
1瓢ま
伺じ 減少増加問

2121

4

1

期

5平成的年4～6月は、 1～3月に比ベ

‘平成19隼7～9月は、 4～6月に比ベ

7平成10年10～12月は、 フ～9月に比ベ

企業の労働者数

貴事業所の属する企業(同一企業)
の本社、 支社、 工場、 営業所等に
働く労働者数 C鋤 の合計です。
該当する番号を必ず0で囲んでく
ださい.

1.000人 300～ 100～ 3 0 ～
以 上 g99人 乞00人 9 9 人

2 43

W次のいずれかに該脊ずる労働者の数を断
上してください.

Φ飼問を定めずに、又は1力月を悠える
蜘問を定めて雇われている老

② 日々 又は1力月以内の畑問を定めて歴
われている音で、 前2力月にそれぞれW

白以上辰われた者
なお. 労働者諏避法に基づいて派造元那

築所から貴車業所に派迅されている者は含
みませノU.

Ⅱ 雇用、 労働時間の動向

1 所定外労働時間の対前期増減 (見込) 状況

期

Ⅱ平成W年4～6月は, 1～3月に比ベ

捻 平成即年7～9月は、 4～6月に比ペ

13 平成M年10～12月は、 フ～9月に比ペ

問

(実細

(見込)

(見込)

A 1

(実鞠

(見込 )

(見込)

2

2

」

2

2

8

2

Ⅱ

増加 ほぼ同じ 減少

.
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2 労働者数の対前期増減 (見込) 状況

該当する区分の労働者について各期末 (4～6月なら6月末現在) の労働者数を、 比較してください。
なお、 比較する両方の時期に労働者がいない場合は無記入にしてください。

〔(注1)労働者の区分〕

用・・・雇用期間を定めないで雇用されて
いる者をいいます.なお、下記のパー
トタイムは除いてください.

臨時・季節・・1力月以上の期間を定めて雇用さ
れている客及び期間を限って畢節的
に働いている者をいいます.よって.
1力月朱満の雇用契約の者は除かれ
ます.なお、下紀のパートタイムは除
いてください.

パートタイム・・1日の所定労勘時問叉は1週問
の所定労働日数が貴事業所の一般労
働者のそれより鰻い者をいいます.

派逼労働者一労働者派遣法に基づいて派遣元事
業所から貴事業所に派造されている
者をいいまず。

労働鬢
の区分
( 1

期 問

平成10年4～6月は、 1～3月に此ペ (実鋤 1 2 3

平成10年7～9月は、 4～6月に比ベ. (見込 ) 1 2 3

平成19隼10～12月は、 フ～9月に比ベ

4

5

6

?

8

常 平成19年4～6月は、 1～3月に比ベ

平成19年7～9月は. 4～6月に比ペ

平成19年10～12月は、 フ～9月に此ベ・

平成1,年4～6月は、 ‘～3月に比ペ

平成10年7～9月は、 4～6月に比ペ

, 用

朱定

12

2 平成10年10～12月は、 フ～9阿に比ベ

平成四年4～6月は、 1～3月に比ベ

平成10年7～9月は、 4～6貝に比ベ
..

平成19年10～12月は、 フ～9月に比ベ

平成19年4～6月は、 1～3月に比ペ

平成19年?～9月は、 4～6月に比ベ

11

5

(見込) 1 2 3

(実績) 1 2 3

6

ι

1

常

〔俄2)職梗の区分〕

理・・課以上の組織の管理に従堺する者.
務・・課長等管犀職の指導、監督をうけて
事務に従弓fする者.

専門・技術・・高度の専円的知謙を応用し,技術的
な業務.研究等に従事するき.
売・・‘商品、証券などの売買・営樂、保験
外交などに従事する者.

サービスー・詔理・接客・給仕など個人にヌ,す
るサービスに従事する者.

運輸・通信・・・鉄道、自動ホ、通信電話交換などで
運転、操作に従事する者及び市嫌、雀
話交換手など.

技能工・・原材料の加工、各積機被器具の組み
立て、修理、印刷、製本、述設作築など
に従事する者のうち高度の熟練、判断
カ、貴任を嬰する作業を行う者.

単純工・・上記「技能工↓と同じ作業に従事
しているが技能などの修得を要しな
い簡単な作崇、単 純な筋肉労働に従事
する者.

管
事

販

(見込) 1 2 3

(見込) 1 2 3

3 労働者の中途採用の実綾・予定、理由及び充足状況

ω貴事業所では中途採用の実績(予矧がありますか。「あり」の場合、雇用形態別、職種御場Uに採用の
実績 (予定) について期別に該当する番号をすべて0で囲んでください。.

雇用形態 鰍 種

平成19年10～12月は、 フ～9月に比ベ

(爽細 1 2 3

(見込) 1 2 3

( ) 1 2 3

(実脚 1 2 3

( ) 1 2 3

29 平成19年4～6月 (実績)

30平成lg年7～9月 (予定)

31 平成的年10～1乞月 (予定)

期

(見込) 1 2 3

問

(実 鉱) 1 2 3

(見込) 1 2 3

( ) 1 2 3

.

あり

②中途採用実績予定が「あり」

の場合の主な理由は何ですか。 主

な理由を 1つ選んで
.
ください。

舷轍者の補充

新規学卒者の採用難 2

操業度 (取扱翻の上昇 3

設備・部門の拡充 4

経験者の確保 5

その他

01

常用 季 命 り一上 集理‘ 嚢 金 販売 サーピス 器愉信 技能工単純工

01
.

01

伽

侃

03

04

03

04

05

04

05

06

伽

③平成19年4～6月(実績)に中途 採用を行った分の雇用形態

別、 職種別の充足状況について該当する番号を0で囲んでくだ
さい。 採用しなかった雇用形態及び職種の欄は無記入にしてく

ださい。

1306

1

07

13伽

m

08

m

職

08

09

区分
常用

03

卯

充足 1

末充足

10

09

10

なし

11

10

Ⅱ

種

今孑上 票理盲 嚢門偸 販売 サービス 運輪‘ 技徒工 単純工

少誠じ伺加増

全

労

働

者

臨
時
・
季
節

パ
ー
ト
タ
イ
ム

派
遣
労
働
省

02

叱

形

.
節

用
匪時
季

6

3

2

3

2

3

2

3 3 3

2

祁

2

3

2

0

2

4

2

4
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労働者の過不足感

該当する区分の労働者について8月1日現在の状況を記入してください。

なお、 労働者がいない区分は無記入にしてください。
.

過 剰 不

労働者の区分

7

全労働者

雇

常 用

陰時 季節

パートタイム

特剛な批操業時局
話はとら日数の短

削減ない

7

1

管

事

専門

販

サ

超愉

技

単

職

49

形

7

埋

50

足

51

2

技術

ノL

ビ ズ

趣信能

2

雇用調整等の実施状況
期別に該当する番号をすべて0で囲んでください。

1. 貴事業所では雇用調整を実施しましたか。叉は予定がありますか.実施してい
ない又は予定がない場合には必ず「特別な措 はとらない」の9を0で囲んでく
ださい.

4

1

3

53

2

穫

4

3

54

5

2

貨金等労
勤費用の

3

5

2

下請・外
往の削誠

3

5

2

工

4

3

2

5

工

4

卵平成lg年4～6月(実細

5了 竿成1‘年7～9月仔定)

59 平成1,馴0～12月仔御

3

間

2

5

4

3

休臼の振
巷、夏手

残典規制休暇等の

匪時・季
節. 1宝一
トタイム

休日・{永
再契約停
労獣名の

止・解雇
暇の増加

2

5

4

2

5

4

3

5

4

3

5

4

5

4

小途採用
の削誠・ 配凪転挟 出 向
停止

5

5

・.寺休禁
ι 休)

儒望退駐
者の募禦
解歴

2、 下記の措置について
実施しましたか.又は予
定がありますか.

お
お
い
に
不
足

や

や

不

足

や

や

過

剰

お
お
い
に
過
剰

3

4

5

6

1

8

2

2

当

3

3

4

4

能

純

3

3

3

3

‘

8

0
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V派遣労働者業務謂負の労働者の変動状況

1 貴業所では、今年の7月に派遣労働者又は業務請負の労働者佳わが就業していましたか。該当する番号

を0で囲んでください。

月7
労働者の区分

就業していた 就業していなかった

61 派 遣 労 働 者 2

能業務請負の労働者 2

2 1年前の7月と比ベて今年の7月はどのように変わりましたかU加。 派遣労働者と業務諸負の労働者の合

計、 派遣労働者及び業務請負の労働者のそれぞれの状況について、 該当する番号を0で囲んでください。

3

労働考の区分

町

派遣労働者と樂務請負
の労働者の 合計

派遣労働者

業務鋳負の労働者

1

理

必

な

由

3 この質問は、 質問2で1又は3に0を

つけた事業所の方のみお答えください.

増加又は誠少の理由に該当する主な番

号を0で囲んでください (複数回答可)。

今

増加した

午はいる鳩合を含む

1年前の7月と比ペて

ほぽ同じ

4邨

増加 の理由

11郁剖はいたが今郁はいない燭合盲含む

減少した

2 5

1年前も今年もいない

3

22 85 6 74 653 74

(注3) この鋼査でいう 「業務請負の労働者」 とは、 他の事業主に雇用されている労働者で貴事業所内で就業している者

(ただし、 派遣労働者を除く) をいいます. 例えぱ、 警備など貴事業所の敷地内で業務処理を行う者、 貴事業所の工

場内で物の製造を行う者です。 なお、 貰事業所の敷地以外で就業している者及び出向者は含みません。

(注4) 1年前と今年のそれぞれ7月に就業していた派遣労働者や業務請負の労働者の平均的な人数で比較してください.

増 加 の 埋 由

 .

4 5

被少の理 内

ご多忙中ご協力ありがとうございました。 同封の返信用封筒をご使用のうぇ、 できるだけお早目にご提出

ください。 (提出期日8月7日までに必着)

厚生労働省大臣官房統計情報部 用統計課労働経済第二係 電話 03 (52騎) 11η‘ 内線 7釘4 ・7624

－4－
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誠
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7

4
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務
量

の
増
加
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活
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増
加

事
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所
全
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量

の
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対
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今
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で
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所

と
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プ
ル

派
遣
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社
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労
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理の

経
費
が
高
い

少

な
い

血
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務

の
指
示
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き

の
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務
に
対
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今
い
る

儲
者
で
事
業
所

労
働

者
と

の
ト
ラ
プ
ル

嗣
負
会
社
ξ

業
務
請
負

の

た
た
め

正
社
貝

の
雇
用
を
確
保
し

減
少

事
業
所
企
体

の
業
紡
量

の

正
社
員

の
抑
制

賃
が
高
い

雇
用
羽
整
が
容
易

た
た
め

正
社
員

の
雇
用
を
確
保
し

務
量

の
誠
少

拠
窃
請
負
を
活
用
し
た
業

渉蛋
所
全
体

の
禦
務
世

の

容
易

雇
用
管
理
が
正
社
員
よ
り

保特
別

の
知
識
・
技
術

の
確

正
社
員

の
抑
制

経
隻
が
割
安

雇
用
調
整
の
必
要
が

な
い

人
員
不
足

の

架

業
務
舗
負
の
労
働
者

増
加

事
業
所
全
体

の
業
務
母

の

保特
別

の
知
識
・
技
術

の
確

経
費
が
割
安

派
遣
労
働
者

人
員
不
足

の
柳
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